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2P-1(P)

〔(社) 日 本 家政 学 会

家政系食物研究における顕微鏡観察手法の使用状況に関する歴史的変遷

○小竹佐知子、萩原紀子、横山麻希

(山梨県立女子短期大学)

〈目的〉食物の研究における一手法である顕微鏡観察手法が､家政学系の食物研究論文におい

てどのように使用されてきたか、歴史的な変遷を調べることを目的とした。

〈方法〉日本家政学雑誌の創刊号(1949 年) から第48 倦(1997 年) に掲載された食物に関す

る研究論文について、研究手法として顕微鏡を使用している論文を抜き出し、使用顕微鏡の種

類､使用顕微鏡数、観察対象試料の種類を分類した。

〈結果〉調査した日本家政学雑誌に掲載されていた食物に関する論文数は全部で1719 編であ

り、創刊号(1949年)から第37 巻(1986年)にかけて増加傾向が見られ､その後やや減少していた。

そのうち､顕微鏡を使用していた論文数は全部で217 編あり、12.6%の割合で顕微鏡が使用され

ていた｡一論文数あたりの使用顕微鏡を調べた結果、85%の論文で１種類の顕微鏡を使用してお

り､２種類が14.1% と続き、３種類および４種類使用していたのはわずかにそれぞれ0.5% であっ

た。全論文中の使用顕微鏡の種類は全部で17 種類であり､最も多かったのが光学顕微鏡(56%)、

続いて走査型電子顕微鍬21%) であった｡その他に、透過型電子顕微鏡、偏光顕微鏡、倒立顕微

鏡、実体顕微鏡、クライオ走査型電子顕微鏡が2% ～8％使用されていた。創刊初期には、顕微

鏡を使用した論文のほとんどが光学顕微鏡を使用していたのに対し、1973年に走査型電子顕微

鏡が使用された論文が初めて掲載されてからは、徐々に走査型電子顕微鏡の使用数が増加して

いった。最も多く観察されていた食品は穀類であり、続いて芋および澱粉類、野菜類であった。

2P-2(P) 緑茶の冷え症に対する影響について

○山崎貴子 稲田美也子 松永朋子　中根万理子 松下由実 徳野裕子 本間健

（日本女大）
【目的】女性の多くは冷え症であることは知られている。東洋医学では温熱性食品と寒冷

性食品があり、冷え症者は、体を冷やす食品を避けることが大切であるといわれている。

緑茶は東洋医学的には体を冷やすと言われているが、その理由は明らかではなく、また集

団を対象に緑茶と冷え症の関連を調べた報告は見当たらない。そこで、日常的な食品であ

る緑茶と冷え症の関連を検討した。
【方法】1998 年６月末に某女子大学食物学科の2 、3 年生とその他若干名計227 名の内、

回答を得られた182 名の結果をもとに被験者（冷え症者13 名、健常者15 名）を選定した。

1998 年9  月中旬～11 月末まで緑茶をまず半月抑制した後、緑茶摂取、抑制を各１ヵ月行

い、体調の変化を観察した。冷え症の判別には寺渾らの診断基準、冷え症と関連の深い南

血の判別には村田の診断基準、気に関しては寺揮の診断基準を用いた。

【結果】緑茶の摂取の有無は冷え症と直接関係は見られなかったが、療血や気に影響を与

えた。健常者はあまり緑茶の影響を受けなかったが冷え症者は緑茶を抑制することにより

察血項目の不定愁訴が改善される傾向がみられる。また健常者より「気」の量が有意に低

下している。冷え症者は緑茶を抑制することで気の低下を抑え、察血の場合と同様、精神

症状の項目が改善された。緑茶を抑制することにより冷え症の一因である奈血や気は改善

されるため緑茶を止めることで、冷え症｡はある程度軽快に向かうと思われる。ただ、実験

が寒さに向かう時期に行なわれたこと、緑茶の摂取を一定にしなかったこと、今回は主観

的指標のみ用いたこと等問題があり、今後さらに検討したい。
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